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長
と
し
て
北
京
の
釣
魚
台
国
賓
館
に
い

た
。
こ
れ
か
ら
朱
鎔
基
首
相
が
我
々
総

勢
65
人
全
員
と
会
っ
て
く
れ
る
と
い
う

の
だ
。

型
ど
お
り
中
央
の
小
さ
な
テ
ー
ブ
ル

の
、
向
か
っ

て
右
に
朱
鎔

基
首
相
が
、

左
に
私
が
並

ん
で
座
り
、

日
中
合
わ
せ

て
100
名
近
く

に
達
す
る
な

か
な
か
の
大

会
議
が
始

ま
る
。
中

国
側
で
こ

の
会
見
実

現
に
尽
力

し
て
く
れ

た
愈
暁
松

中
国
貿
易

促
進
委
員

５
年
前
の
５
月
末
。
当
時
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ

Ｏ
（
日
本
貿
易
振
興
会
）
の
理
事
長

だ
っ
た
私
は
、
威
海
、
北
京
、
重
慶
、

成
都
と
回
る
、
中
堅
・
中
小
企
業
の
対

中
国
投
資
環
境
調
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
団

会
会
長
（
当
時
）
か
ら
事
前
に

「
朱
鎔
基
首
相
は
『
日
中
友
好

が
大
切
』
と
い
う
よ
う
な
当
た

り
前
の
話
で
時
間
を
つ
ぶ
さ
れ

る
の
が
大
嫌
い
な
の
で
、
話
は

具
体
的
に
す
る
よ
う
に
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
て
い
た
。
そ

こ
で
私
は
挨
拶
を
短
め
に
し
て
、
例
え

ば
「
新
聞
報
道
に
よ
る
と
中
国
は
１
年

以
内
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
自
由
貿
易
協
定

（
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
の
枠
組
み
協
定
を
結
ぶ
と
報

じ
ら
れ
て
い
ま
す
が
事
実
で
し
ょ
う
か
」

な
ど
と
具
体
的
に
質
問
し
た
。
朱
首
相

は
秘
書
官
の
助
け
も
借
り
ず
淀
み
な
く

答
え
た
。

「
仰
る
通
り
中
国
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
協

定
を
結
び
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
Ｆ
Ｔ

Ａ
自
体
で
は
な
い
。
そ
の
枠
組
み
協
定

で
す
。
ま
た
『
１
年
以
内
に
』
と
い
う

の
は
正
確
で
は
な
い
。
結
ぶ
の
は
『
年

内
に
』
で
す
」

13
億
の
民
を
治
め
て
い
る
こ
の
国
の

首
脳
が
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
に
つ
い
て
こ
こ
ま
で

詳
し
く
知
っ
て
い
る
こ
と
に
大
変
驚
い

た
。
上
の
写
真
は
、
中
国
が
熱
心
な
西

部
大
開
発
や
２
０
０
８
年
の
北
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
話
も
出
て
１
時
間
に
亘
っ

た
会
談
の
後
、
中
国
側
が
撮
っ
て
く
れ

た
も
の
だ
。
中
央
の
朱
鎔
基
首
相
か
ら

見
て
右
隣
に
私
、
そ
の
隣
に
愈
暁
松
氏
、

次
に
こ
の
調
査
団
の
顧
問
を
お
願
い
し

た
角
谷
正
彦
前
中
小
企
業
金
融
公
庫
総

裁
、
朱
鎔
基
首
相
の
左
隣
に
阿
南
惟
茂

駐
中
国
大
使
、
次
に
王
毅
外
務
次
官

（
現
駐
日
大
使
）、
次
に
副
団
長
の
渋
谷

進
澁
谷
工
業
専
務
な
ど
の
顔
が
見
え
る
。

私
だ
け
で
な
く
、
多
分
日
本
側
出
席
者

全
員
の
思
い
出
の
一
葉
で
あ
る
。
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）


